
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究内容：  

 

 練習船鳥羽丸では、主に商船学科学生の航海・機関実習及び実験実

習を行っています。 

1～2 年生では、航海関係及び機関関係の基礎（概要）を学びます。 

3 年生以上では、航海コース及び機関コースに分かれ、より専門的な事を

学んでいきます。 

5 年生では、静岡県御前崎港・神戸港・和歌山県日高港など夜間航海を

含めて、学生主体で航海当直を実施しています。 

 現在、船長及び航海士に求められている、ECDIS（Electronic Chart 

Display and Information System：電子海図表示装置）関係では、搭載して

いる 2 タイプの ECDIS を使用して、レーダ重畳や UPDATE など、より実践

的な訓練を行っています。 

 また、非常時でも有効な、六分儀で実際に太陽高度を測定して船位を算出、アジマスサークルを使用したジャイロエラ

ーの検出などの天測実習にも力を入れています。 

練習船鳥羽丸を使用して、小中学生から社会人を対象とした公開講座や海洋教室及び体験航海や船内見学を実施

しています。 

 研究分野では、本校学生及び教職員の研究や鈴鹿工業高専及び和歌山工業高専との共同研究を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属： 鳥羽商船高等専門学校  商船学科 

研究タイトル： 

練習船鳥羽丸を用いた船員（海洋）教育 

 

氏名：   齊心 俊憲／Ｔｏｓｈｉｋａｚｕ Ｓａｉｓｈｉｎ E-mail： saishin@toba-cmt.ac.jp 

職名： 准教授 （船長 / Captain） 学位：  

所属学会・協会：  

キーワード： 船員教育，海洋教育，練習船，小型船舶 

技術相談 

提供可能技術： 

船員教育・練習船実習・小型船舶・免許講習（ECDIS 講習・消火講習・救命講習） 

小中学生から社会人を対象とした公開講座及び体験航海・船内見学が可能です。 

伊勢湾周辺での海洋環境などの共同研究が可能です。 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

練習船鳥羽丸（244 トン 長さ 40.0ｍ×幅 8.0ｍ×喫水 2.8ｍ） GPS コンパス（FURUNO：SC-130＆SC-702） 

オートパイロット＆ジャイロ（YOKOGAWA：PT-500A＆CMZ900S） ドップラーログ＆音響測深機（JRC:JLN-205＆JFE-380） 

RADAR（JRC：JMA-922B＆FURUNO：FAR-2837S） ナブテックス受信機（FURUNO：NX-700A） 

ECDIS（JRC：JAN-901B＆FURUNO：FMD3200） 実習艇「あさま」＆救命艇「しらぎく」＆救助艇「鳥羽丸」 

GNSS（JRC：JLR-7800＆FURUNO:GP-170） FRP 製：9ｍカッター＆6ｍカッター 

 

 


